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ミルト γ フリ}ドマゾの「貨幣数量説」について (24叫 77
集約的にあらわれている。つまり，数十年ないし一世紀にもおよぶ長期間を分
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M=C+D (1・1)
ここでM 貨幣総量， C 公衆の保有する現金通貨 D:商業銀行預金残高(銀
行間預金をさしひいたもの)である。フリードマンはこの通貨総量を 3箇の決
定要因 (determi日 nt)に分解する。
























ミルトンーフリー p"7i'ンの「貨幣数量説」について (245) 79 















(3) 預金対現金通貨比率 (theratio of com皿 ercialbank deposits to. currency 
held by the public) 害
商業銀行の預金残高対公衆の保有する現金残高比率である。筒略化して前者
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ぐことができなかった。
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10) Friedman and Schwartz， A JI.:ゐnetaT)'IIistory， Chap. 12， ThtJ Pustwar Rise in Velocity， 
pp. 639-675 
11) 国際比価や流通速度が長期的に安定している(佳者は下降トレンドをもってし、るが)とし、う見























































らかである。 (iii) 連邦準備制度の誕生とその変遷町， 連邦準備制度は1914年
12) Friedman and Schwartz， A Monetary Histoり， pp. 189-196， 249-270. 362-391， 407-419， 
421-422. 434-462 






3月連邦準備局は，公開市場投資委員会 (OpenMarket Investment Committee) 
がそれまで5名の連銀代表により構成されてし、たのを12行すべての程事を代表
として含むよう改制したが， これは世界的な金融情勢に明るいよユュ g ーグ連
銀の千ュvアチプを弱め，地方の経済事情に固執した様様な意見を続出させ，連
邦準備金制度の運営を決断力のない移りやすいものにした。さらに1935年の銀
行法 (TheBanking Act of 1閉めは連邦準備局を連邦準備制度理事会 (Boardof 
Governers of the Federal Reserve System)に改組強化し，連邦公開市場委員会
(Federal Open Market Committee，まえの OMIC)の構成を理事会代表 7名，連銀
代表 5名に改めた。この結果，連邦準備制度には「ワγYトン」の色彩が濃く
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しようとするが，1930年代にはニュー ヨー ク淳担の地位低下のために果しえたtかη た。 Friedman
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dty approach) と呼ばれるもので， 貨幣ストッグとその流通速度が所得水準の
基本的決定的要因であると考える。第2はケイ Yズ革命以後生れた所得支出分
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却 tionPolicUJs. pp. 190， 224-232 




















プを与えるものではなし、かっ との懸念を除くために(2・1)式. (2 ・4)式両
方について検定したところ，予期に反して消費支出と採用した(2・4)式の方が
より高い相関を示したという。この結果をかれはつぎのよ')に解釈している。






























18) 置数.M， A の定義についてはどうL、う構成要素 (COtnponents)を採用すzかについて詳細
な予備テストが行われた。 その採用の基準については Friedman and . Meiselm叩， "The 
Relative Stability"， Stabilizatl四 Pnlicies，pp_ 180，.185参問。
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